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Datc: Wed, 28 Mar 
From: Hiroshi Kubo 

Kishida> "So You Wanna Be a 

E 

Datc: Thu, 29 Mar 200] 
From: Hiroshi Kubo 

Kishida> "Manifest for Agile Software 

"They want to be cowboys." 

Kishida> New 

Lightweight 

Date: Wed, 28 Mar 
From: Kouichi KIshida 

methodology and 

for Agile Software 

I? 

Date: Wed, 28 Mar 2001 

From: Takeshi Hayama 

Computer 

New Bill 

Tex 

http://www.martinfowler.comlarticles/newMethodology.html http://dlib.computer.orgfsofbooks/s02001/pdf/s2112.pdf 

Date: Thu, 29 Mar 2001 
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ょっと出張していましたので返事が遅れました.

と思っていたら新谷さんが別のことを言うー.

，プロセスはベスト・プラクテイスを研究し，枝葉

町除き顕著な特徴あるものをコアのものとしたと考える

ができます . 視野をどの程度広げるかにより， waterfall 

も当然成立します 私逮は時間に従い仕事をしている

ら当然といえば当然ではないでしょうか.ただ，プ

クト管理ツールは現実の枝葉まで表現できませんか

れでもってwaterfall li存在しないと言っても仕方のな

とと考えます.

，設計言語も然 りではないでしょうか.まるでコ

ングするように仕様を決めでは何のためのブラック

クスか分からな く な っ てしまいます 明確に what と

存在します. どの ように what を記述するかカfメソド

なるものの存在理由ではないでしょうか.私lムデシ

ンを" should -be" とは考えていません. デシ プリンと

Iこと に当るに，何ら かの方法論を持ち，それに.\1:'，実で
というように考えています.家を設計する時に，建築

なように.問題は， SW というものを作る時に，ど

うな方法論を背景として持っかではないでしょうか.

を述べる時に，その定義を知らずして述べても仕方が

うに ， SW開発に 当り， 知 っ てお くべき 知的背景がい

は，というように考えています. ソフ ト ウェア工学が

役にたたないとは考えていません.問題は，実務家

る人が，ソフトウェア工学なるものを勉強していない

はないでしょうか?また，それを教える人が応用に関

りに認訟が低いことも言えるかもしれませんね.

と無縁ではなさそうな次の本があります.

eProcess Edge: Creating Customer VaJue & Business in 

Intemet Era by Peter G. W. Keen, Mark McDonald 

-3∞ pages 1st edition (June 1 6 ， 2∞0) 

McGraw-Hill; ISBN: 0072126264 

とりあえず私は読む気を起こして

ケル ・ジャクソンがまた興味深い本を書いてくれまし

Requirements & Speci日cations : A Lexicon of Pracｭ

Principles and Prejudices (Acm Press Books) 
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From: Hiroshi Kubo 

Kishida>カウボーイ・プログラマの場合も同様. 納期間際

になってスタンピート 状態に陥ったプロジェクトをどう

やって沈静させるかが勝負 .

スタンビートを静めるのはヒーロ ー カウボーイではな

い.カウボーイのチームワークである.チームワークの規範

を破ったら ， カウボー イの誰かが死ぬことになる.

そtんな意味の文章があります.この部分の方に私は感銘を

受けました .

Date: Fri, 3O Mar 2001 

From: Hiroshi Kubo 

Shintani> 私は ， デシプリンを.. should -be" とは考えて

いません .

PSPゼミのメーリングリストの中で r Discip l i ne っ て何で

しょう J という閉しゅ、けがあり， f1.，が応 じています.それを

転記します .

Humphrey さんの Managing Technical Peop le によ ると ，

Random House Dictionary of the English Languagem , 2nd ed., 

1 983 には三つの定義が書いであるそうです. p.77 か ら 引

用します.

1. Training to act in accordance with ru les , d ri ll ( 訓練)

2. An activity. exercise, or a regimen that develops or 

improves sk i ll ( スキル開発あるいはスキル向上の方法)

3. Punishment inHicted by way of correc tion 加d trai n i ng( 矯

正およ び訓練を目的と する懲罰 )

ハンフリーさんは 2. の意味で使っています. r規範J

よりいい日本語ありますか. r規律J の方がハンフリ ー さ

んの感覚に近い気はしますが. 日本語の 「規律」には「罰

則規定J が付随している感覚がわたくしにはあ り ます 私

の語感では 3. に 近付きます 「作法j は どうでしょう

か.襖の閉め方など，日常生活での族けの意味に近 く な っ

て，それこそ修身教育の教科書の印象にな り ます.私は

「規範J は無難な選択ではないか，と考えています.

Date: Fri, 20 Apr 2001 
From: Hiroshi Kubo 

次をみてみませんか.

Ed Yourdon, 'Viewing' the project 

(http://www.computerworld.comlcwilstory 

10,1 1 99 ，NAV47_ST044887，∞ html ) 

Ed Yourdon 自身の WEBサイトはこれに "Managing Projects 

With Visible Processes " というタイトルを与えて指示していま

す.

Date: Fri, 20 Apr 2001 
From: Hiroshi Kubo 

e-CDM の John Vu によるプレゼンテーション予告は興味
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を ひきます. もともとプロセスの議論は，開発ツールや開発環境のある

べき姿を議論するための媒介として提起されたはずなのに，
dbaird> The Pittsburgh SPIN is pleased to announce that John 

いつのまにかそれが忘れられて，プロジェクト・マネジメ ン
Vu of The Boeing Company will p陀sent "The CMM Joumey 

トの側面だけから議論されている . この上「日本版CMM J
from Level 1 to Level 5" 

を論じてばかりいると，この国のソフトウェア開発伎術1;1完

全に空洞化してしまいますね.先日の某社の方の発言 IJ:，コ

ンピュ ータ・ メ ー カの技術力がすでに空洞化してしま っ てい

ることの証明ではないでしょうか?

老骨に鞭打ってがんばら ねば!

いま IPA から頼まれた Open Source についての調査報告を

まとめている と ころ (わたしの担当分の締め切りは明日 一

杯.今日は徹夜か? ) なのですが， r もの書き」としてのプ

ロ グラミングの本質は，やはり ， r よ いプログラムを読むj

ことに始まるという気がします.そのためには，ソース・コ

ードがオープンになっていなければ話にならない.大学教育

も，おもちゃのプログラムを「書かせる J のではなく，す ぐ

れた先人たちの書いたよいプログラムを「読むJ ことに重点

をおいてほしいと思います.

Abstract 

Th巴 CMM Journey from Level 1 to Level 5 Process 

improvement is a joumey that sometime does pay off signifiｭ

cantly if you maintain the course. This presentation is based on 

data collected from m加y organizations in Boeing that started at 

level 1 and achieved level 5 recently. The speaker will also disｭ

cuss the integration of the People CMM. psprrsp and their conｭ

tribution to the CMM joumey 

Dat 

Frc 

制
ん
は
わAdvanced Information Services Inc . のジ ャーニーは， CMM , 

psprrsp, P-CMM の イ ン テグレー シ ョンの優れた事例です.

一緒に研究 しませんか.

AIS のレポートは下記から入手で きます.

J 

し、，

-t 

http://www.sei.cmu.edu/publicationsldocu-

ments/99 .reponsl99lr027 /99lr027 abstrac t.html 

Date: Thu, 08 ルlar 2001 
From: Katsu Shintani 

今オランダにい ます

Kishida> IEEE CS Member の方々には届いていると思いま

すが.アメリカではじまった Software Enginner の認定試

験 (Cenifìcat ion ) が日本でも実施されることになったよう

です.

と ころで，気にな っ ているものに，それがどの範囲までを

カバーすべきは別にして，ソフトウェア技術者という専門職

がある程度認知されていると して，この専門職は何をその知

識，経験のベースにするべきでしょうかね?プロセスという

と多 くの人が会合に参加されますが，果たしてプロセスとい

うものが何処までを含むかについてすら合意が無いように感

じています.にも関わ らずソフ トウェア ・プロセス評価がこ

んなに関心を呼ぶなんて何処かおかしし\. ましてや，実際

にものをつくるソフトウェア技術そのものについては合意が

あるよ うには思えません. 先日の SPIN における某社の方の

発言の背景がイマイチ不明ですが， ソフトウェア開発に関す

る国あるいは企業としての取り組みに何処かおかしいものが

あるのではという 印象があ ります.

今冬は ICUで非常勤講師を再開しますので，学生サ ン とこ

の当た り 雑談するのもいいのかなと考えたり してい ます.シ

ラパスを考えなくては.未だ時聞があ り ますから. . と言っ

ても ， 私は現場から雛れて時間が縫っ て い ますから，皆さん

か ら刺激を受けながら座学でもいいから継続 しなくては，と

考える今ごろです.
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Date: Thu, 08 Mar 2001 

From: Kouichi Kishida 

Shintani> にも関わ らずソフ ト ウェア ・ プロセス評価がこ

んなに関心を呼ぶなんて何処かおかしい.

わたしも同じように最近の状況には違和感を感じていま

す.
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